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歯科治療をより多くの患者さんに受けていただくために 

歯科麻酔科 科長 飯島 毅彦 
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 本年４月１日付で昭和大学歯学部歯科麻酔科

教授を拝命しました飯島毅彦と申します。 

 私は昭和５８年に東京医科歯科大学歯学部を

卒業、大学院を修了後、米国、ドイツにて研究の

修業を積み、帰国後は杏林大学医学部麻酔科

に勤務しました。これまで19年にわたり、医学部

学生、研修医、麻酔科医の教育、研究、臨床を

指導してきました。このたび縁あって、私の本来

の専門である歯科麻酔を指導していくことになりま

した。地域の歯科医師会の先生方、地域の歯科

患者の皆様どうぞよろしくお願いいたします。 

 

麻酔科の役割 

 これまでは簡単な検査の麻酔から大規模な先

進医療の手術麻酔など、さまざまな医療の現場

を見てまいりました。医療は高度に専門分化して

いるために時には見方が専門に偏りすぎて患者さ

んの全体像が見えなくなることがあります。麻酔

科とは病院の中では「中央部門」として活動して

います。特定の疾患を対象とした専門分野を持

たない代わりに患者さんの全体像を把握する診

療科です。その患者さんにとって最善の「周術

期」医療を提供することを業務としています。「周

術期」管理というのは、患者さんが安心して安全

に手術を受けられるように全身状態を把握し、手

術中には痛みをとり、手術後には一日も早く元の

生活に戻れるようにコーディネートすることです。

高齢化が進んでいるためにさまざまな合併症を

持っている患者さんが手術を受けるようになって

います。そのような患者さんが安全に心地よく手

術や治療を受けられるようにするのが麻酔科の

役目なのです。 

 

より多くの人に歯科治療を 

 歯科を訪れる患者さんは、痛み、食事の困難、

顔貌の悩みなど様々な問題を

抱えて来院されます。食べると

いう行為は、健康な生命を維

持するための基本です。医療

は人々の健康を維持すること

を目的としていますから、ちゃ

んと食べることができるように

専門的な技術と知識で対応す

る歯科は医療の根本です。日々の診療に誇りを

持ってあたって行きたいと思います。そのなかで

歯科の麻酔は、通常の方法では対処できない口

腔の疾患や、あるいは患者さん側の問題として歯

科治療が怖くて受けられない人などを歯科の治

療に導いていく役割を担っています。麻酔の技術

をもって、歯科治療や口腔外科の診療をより多く

の人に受けていただくための専門家が歯科麻酔

科医です。 

 

広い連携を 

 このように歯科麻酔はあくまで中央部門であり、

それ自身で成り立つものではありません。病院内

の各科との連携や病院外とも連携を深めて歯科

診療をより多くの方々に受けていただくようにして

いく必要があります。これまで長年、医科の病院

の麻酔科に勤務してきましたが、手術を受ける患

者さんの多くは口腔内の状態に問題がありまし

た。どちらが先かはわかりませんが、口腔の健康

と全身疾患はやはり関係のあるものと実感してき

ました。口腔衛生を広め、多くの人々が健康に過

ごせるように歯科麻酔という立場から貢献してい

きたいと思います。地域の皆さんの健康増進には

歯科医師会の先生方との連携が大変重要です。 

 どうぞ病院内外の各先生方のご指導とご協力

を賜れますよう何卒よろしくお願い申し上げます。 
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総合内科に就任して 

 この度、前任の田崎医師の後任として、4月1日

付けで総合内科に赴任いたしました奥田健太郎と

申します。赴任前は昭和大学病院の呼吸器アレ

ルギー内科で臨床業務をおこなっておりました。 

歯科病院にお世話になり、およそ1カ月半が経ち

ました。最初に比べると、こちらの仕事もある程度

慣れてまいりましたが、それでも時々、以前と尐し

違う感覚を感じることがあります。内科医は多くの

患者さんと対応します。ある時は外来で、またある

時は入院された患者さんと対話し、自分で判断で

きる事は説明し、他領域の自分で判断し難い部分

は他の診療科に診察を依頼する、たとえば視力が

弱くなったと感じたら眼科にお願いし、膝の痛みを

感じたら整形外科へ、等々・・。しかし総合的な判

断と説明は自らお話することがほとんどでした。 

 今回こちらに赴任して感じたのは、歯科の先生

方がコンサルトを求めてこられるケースが多いとい

うこと、つまり以前とは逆の立場になったことです。

歯科の先生方は時に私の答えを基に総合的な判

断をされ、患者さんに説明する事があるのだろう、

と思います。そういう面では果たして求められてい

る答えを伝えられているかどうかを考えることもあり

ます。まだまだ伝えきれてない部分もあると思いま

すので、今後とも歯科医療の考え方を感じ取って

行きながら、総合内科としての職務を全うしていき

たいと思っております。よろしくお願い申し上げま

す。 

（総合内科 奥田 健太郎） 

インプラントセンター長に就任して 

 

 本年4月1日より本学歯科病院インプラントセン

ターのセンター長を拝命しました。平成21年の4

月に開設後、同センターの礎を築かれた初代セン

ター長の岡野友宏病院長から引き継がせて頂き

ますので、大役に身が引き締まる思いです。本学

のインプラントセンターは現在、歯科放射線科、口

腔外科、高齢者歯科、歯科補綴科ならびに歯周

病科からの登録医34名が連携診療をすることで

運営されており、このような多数の専門各科が協

同協調している診療体制は、他の歯科大学には

ない誇るべきことです。 

 インプラント治療は歯科医学の中でも包括的診

療の要素が強いことから、複数の診療分野の知

識、経験と協力が丌可欠です。今後も本学独自

のインプラントセンターを充実させ、本邦屈指の診

療施設と発展させるために、“ Heart, Art and 

Science ”を求めて、インプラント治療にあたってい

こうと思います。 

 Heartとは患者さんを思いやる優しい心と、医療

人としての自負心を持つことです。Artとは優れた

医療技術を持ち、常に技術の向上に努めることで

す。Scienceとは客観的事実に裏付けられた歯科

医学と、先進性に富む歯科医学を探求することで

す。 

 今後とも歯科病院内の多数の診療各科の先生

方や放射線技師、看護士、衛生士、技工士なら

びに事務職員の方々の温かい御支援と御協力を

頂きまして、インプラントセンターをより一層、発展

させたいと思いますので、どうか宜しくお願い申し

上げます。 

         （インプラントセンター センター長  

歯科補綴科 准教授 尾関 雅彦） 

本日中に撮影 

奥田先生写真 
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中央放射線室技師長に就任して 

 この度、定年退職されました舟橋技師長の後任と

して4月１日付けで中央放射線室技師長に着任い

たしました石田と申します。宜しくお願いいたしま

す。私の病院勤務経歴は昭和63年に昭和大学病

院に入職し、一般撮影、CT・MRI、血管造影、核医

学、検像と各部署をローテーションしながら統括放

射線技術部の方針に基づき放射線検査の質の向

上に努めてまいりました。統括放射線技術部は昭

和大学の８つの附属病院と一つのクリニックで総勢

１２５名の診療放射線技師が日常業務にあたって

おります。院内研修会を始め院外研修会にも積極

的に参加し関連学会のガイドラインや業務指針に

則り、医療水準に基づいた業務の遂行を行っており

ます。新たな、歯科病院という新天地でも「至誠一

貫」の原点を大切にし、岡野病院長の下で、スタッ

フともども一丸となって、患者さんの為になにが出来

るのかを常に考えながら、存分に働こうと思っており

ます。まずは身の回りを綺麗に5Ｓ活動からはじめて

まいります。また、平成23年度の事業として電子カ

ルテの導入、その次のPACS（画像情報のやりとり）

化と歯科病院がデジタル化していくための大事業に

も皆様と協力しあいながら、積極的に取り組んでま

いる所存であります。何卒、宜しくお願い申し上げま

す。          (中央放射線室  技師長 石田 秀樹） 

 

事務長に就任して 

 このたび、4月1日付けで昭和大学歯科病院事務

長を拝命いたしました、沼尻克己と申します。私は

どうも一年中日焼け顔をしているせいか、よく「何か

運動をしているのですか」と聞かれます。最近は体

を動かすことも随分と減り、ゴルフで年に3～4回

コースに出る程度で、では「ネオン焼け？」と言って

も、お酒は嫌いではありませんがネオン街に出かけ

ることもそうそうなくなり、結局のところ「地黒」という

結論に落ち着くわけです。 

 そんな私は、前任の昭和大学病院では当時の赤

堀事務長（現教務部長）の強いリーダーシップの

下、昭和大学病院ブレストセンター開設等数々の

事業実施に関わらせていただきました。僅か2年足

らずの期間ではありましたが、事務長の「理想的な

大学病院にするためには」今何が必要なのか!? 医

療の質の向上、経済的基盤の確立、それもこれも

病院の改善意識の向上が重要であり、それを推進

し、担保されなければ病院の赤字体質からの脱却

はあり得ないし、医療の質の向上も望めないという

確固たる信念があったからこそ、事務部一丸となっ

て業務に取り組むことができたのだと思っておりま

す。本当にあっという間の2年間であり、また「リー

ダーシップとは」を学ばせていただいた大変充実し

た2年間でもありました。 

 私は、昭和大学に長くお世話になっておりますが

歯学部及び歯科病院で仕事をさせていただくのは

今回が初めてで、歯科病院に異動が決まった際、

自分に何ができるのだろうかと丌安に駆られながら

着任の日を迎えたのを覚えております。そんな丌安

も1カ月が過ぎ、岡野病院長をはじめとする病院幹

部の方々の「昭和大学歯科病院を日本一にする」

思いと、熱意に触れるとともに「丌安」が、皆で力を

合わせればきっと「できる」に変わってまいりました。

まずは今年度の歯科病院の目標「医療安全の推

進」「患者中心の医療を目指す」「効率的な医療の

実践」を達成するために、個々が立てた目標・解決

策に向かい、一つ一つしっかり達成すべく努力して

いくことが重要と考えます。そんな積み重ねが患者

さんや地域の歯科医師会の先生方の信頼を得るこ

ととなり、「昭和大学歯科病院を日本一にする」ので

はないでしょうか。 

 そうはいっても、なにぶん歯科については素人の

事務長です。皆様のご指導とご協力なくしては本職

を務めることはできませ

ん。今後とも何卒よろし

くお願いいたします。 

   (事務長 沼尻 克己) 
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健口フェスティバルのお知らせ 

 今年度は、７月９日（土）に健口フェスティバルを

開催することとなりました。公開講座・院内コンサー

ト・技工体験を企画しておりますので、地域の皆様

方をはじめ、たくさんの方々のご来場をお待ちしてお

ります。 

 

 

 

第１４回 昭和大学歯科病院公開講座 

 暮らしと健康 ～健やかな生活は「健口」から～ 

 総合司会／井上 美津子 

（昭和大学歯学部小児成育歯科学教授） 

①「どうして放射線被曝が危険なのか？」 

 岡野 友宏 

（昭和大学歯科病院長、歯科放射線学教室教授） 

②「歯無しにならない話」 

 佐野 晴男 

（昭和大学歯科病院副院長、総合歯科教授） 

③「歯みがきの仕方と健口体操」 

 松原 こずえ（昭和大学歯科病院歯科衛生士） 

 

７月９日（土）午後１時～午後２時４５分 

昭和大学歯科病院 ６階 臨床講堂 

      （管理課） 

歯の衛生週間（6月4日～6月10日） 

 毎年、歯の衛生週間に患者様に向けて歯科病院

の1階受付に設置してあるテレビを使い「お口の健

康」のための情報発信をしています。今年のテーマ

は「入れ歯（義歯）の取り扱いと清掃方法」について

です。作成は歯科衛生士業務委員会が中心とな

り、テーマ設定から放映の準備まで行っています。

また、同じテーマのリーフレットも作成し「健口フェス

ティバル」等でお配りしています。 

（歯科衛生士室 士長 日山 邦枝） 

1階 受付に設置してある掲示板用テレビ（右側） 

編 集 後 記 

 大震災から二か月半が過ぎ、復興の兆しのニュースを見聞きする度に日本頑張れという思いを強く感じるのは皆様

共通の感覚だと思います。昭和大学は３月号４月号でもお知らせしましたように被災4日後より岩手県山田町にて医

歯薬保健医療学部の総合チームで医療支援にあたりました。その後もボランティアで学生メンバーが支援活動を行っ

たり、5月は本学歯学部OBのチームが被災地で歯科診療支援を行いました。 

 また歯科病院の支援のもと口腔リハビリテーション科では摂食・嚥下のチャリティー講習会の開催を予定しておりま

す。復興までにはまだまだ支援を継続して行っていかなければならないと思います。歯科病院一階に義援金募金箱

を設置しておりますので御協力頂けましたら幸いです。                                  （K.T） 

お知らせしている内容の一部です 


